
平成 10 年（1998）測量士補試験 解答 

〔No.1〕 

問 A 次の文は、測量と関連が深い地球の形状、大きさについての科学の歴史を述べたもの

である。 （ア ） ～（エ ） に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の

中から選べ。  

 

地球の丸いことは、古い時代から知られていた。たとえば紀元前 4 世紀頃にギリシアの ア

リストテレスは、様々な観察から地球の形は丸いと考えたといわれている。彼は月食の時に

月に写った地球の影が丸いことや、南北に移動する星の高度が変化することなどを地 球が

丸い証拠と考えていた。17 世紀に入ると、ニュートンは物理学的に地球の形を考察し、地

球の形は、楕円をその対称軸のまわりに回転して出来る回転楕円体であると考えた。現在で

は、ニュートンのこの考え方が正しかったことが知られており、地球は、その中心から

（ ア  ）までの距離（b）のほうが（イ  ）までの距離（a）よりおよそ（ウ  ） だけ

短い回転楕円体に非常に近い形をしていることがわかっている。 一方、地球の大きさにつ

いては、紀元前 3 世紀頃にアレキサンドリアのエラトステネスが夏至の太陽高度を使用し

て測定しているが、18 世紀には長さの単位であるメートル（ｍ） が、地球の大きさに関連

づけて定義された。フランス議会は、北フランスのダンケルクからスペインのバルセロナま

での子午線沿いに行われた測量の結果から、パリを通る子午線の北極から（エ  ）までの

長さの 1,000 万分の 1 を 1ｍと定義した。  

 

 ア イ  ウ  エ 

1 極 赤 道 a/300 赤道 

2 赤 道 極 a/300 赤道 

3 赤 道 極 a/200 南極 

4 極 赤 道 a/200 赤道 

5 赤 道 極 a/300 南極 

 

解答 

ア 極  イ赤道 ウ a/300 エ 赤道  

解答 1 

問 B 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施する１及び２ 級基準点測量にお

い て、トランシット及び光波測距儀を用いる観測について述べたものである。間違ってい

る ものはどれか。次の中から選べ。  

 

１. 機械高、反射鏡高及び目標高は、ｃｍ位まで測定する。  

２. 水平角観測は 1 視準 1 読定とし、望遠鏡正及び反の観測を 1 対回とする。  



３. 鉛直角観測は 1 視準 1 読定とし、望遠鏡正及び反の観測を 1 対回とする。  

４. 距離測定は 1 視準 1 読定を 1 セットとする。  

５. 距離測定に伴う気象（気温及び気圧）観測は、距離測定の開始直前又は終了直後に行う。 

解答 

4. 1 視準 2 読定を 1 セット。 

解答 4 

 

問 C 図 1-1 は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施した 1 級基準点測量の水平角

観測 手簿である。この観測結果について述べた次の文のうち正しいものはどれか。次の中

から 選べ。 ただし、観測の制限値は表 1-1 のとおりとする。  

 

１. この観測において、第 2 方向の観測差が制限を超過している。  

２. この観測において、第 2 方向の倍角差が制限を超過している。  

３. この観測において、第 3 方向の観測差が制限を超過している。  

４. この観測において、第 3 方向の倍角差が制限を超過している。  

５. この観測において、制限を超過しているものはない。  

表 1-1 

  制限 

倍角差 15” 

観測差 8” 

 

 



 

 

解答 

倍角差 5‟、4‟（15‟）、観測差 17‟、2‟（8‟） 

解答 1 

問 D 図 1-2 は、点Ｐ1 における磁北方向、平面直角座標系の北方向（Ｘ軸に平行な方向）、

真 北方向及び点Ｐ2 方向でつくられる角の関係を示したものである。図 1-2 の（ ア ）～

（ エ ） に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。  

ア        イ           ウ       エ  

１. 真北方向角   方位角       偏 角   方向角  

２. 真北方向角   偏 角        方向角  方位角  

３. 方位角       真北方向角   偏 角   方向角  

４. 偏 角        真北方向角   方向角  方位角  

５. 偏 角        方位角       方向角  真北方向角 

 

解答 

ア磁針偏差（偏角） イ真北方向角 ウ方向角 エ方位角 

解答 4 

 

〔No.2〕多角測量解答 

問 A 次の文は光波測距儀による距離測定について述べたものである。間違っているものは

どれか。次の中から選べ。  

 

１. 反射鏡定数の誤差は、測定距離に比例しない。  

２. 気圧の変化による影響は、測定距離に比例する。  

３. 器械定数の誤差による影響は、測定距離に比例しない。  

４. 気温の変化による影響は、測定距離に比例する。  



５. 変調周波数の誤差による影響は測定距離に比例しない。 

解答 

5. 変調周波数の誤差は測定距離に比例する。 

解答 5 

問 B2 点間の距離を同じ光波測距儀を用いて 3 日間測定し、表 2-1 のとおり各日の平均

値及びその標準偏差を得た。測定した距離の最確値はいくらか。最も近いものを次の中から

選 べ。 なお関数の数値が必要な場合は、関数表を使用すること。  

 

１. 2,023.753ｍ  

２. 2,023.755ｍ  

３. 2,023.757ｍ  

４. 2,023.759ｍ  

５. 2,023.761ｍ  

表 2-1 

観測日 観測値の平均 平均値の標準偏差 

1 日目 2,023.752ｍ 20ｍｍ 

2 日目 2,023.759ｍ 40ｍｍ 

3 日目 2,023.761ｍ 30ｍｍ 

 

 

 

解答 

重量平均 

重量は距離の逆数に比例する。 

p1:p2:p3＝1/400：1/1600：1/900＝1/4：1/16：1/9＝4：1：1.8 

平均値＝2023.7+
4×52+1×59+1.8×61

4+1+1.8
= 2023.7 +

376.8

6.8
= 2023.7𝑚 + 55.4𝑚𝑚 = 2023.755𝑚 

解答 2 

問 C 基準点測量において、既知点Ａを基準に既知点Ｂから水平角を測定し新点 C の方向

角を 求めようとしたが、既知点Ｂから既知点Ａへの視通が確保できなかったので、図 2-1 

のように既知点Ａに目標の偏心点Ｐを設けて観測を行い、表 2-2 の結果を得た。また、既

知点 ＡＢ間の距離（Ｓ）は既知であり 1,000.00ｍである。∠ＡＢＣ（Ｔ）はいくらか。最

も近いものを次の中から選べ。 ただし、ρ″＝2×10⁵とする。なお、関数の数値が必要な場合

は関数表を使用すること。  

表 2-2 

既知点 A 既知点 B 

φ＝330°0’0” T'＝46°35’0” 



e＝3.00ｍ   

S=1,000.00m 

 

 図２－１ 

１. 46°25’0” 

２.  46°30’0” 

３.  46°35’0” 

４.  46°40’0” 

５.  46°45’0” 

解答 

𝑆

sin(360° − 𝜑)
=

𝑒

𝑠𝑖𝑛𝑥
 

sinx =
𝑒

𝑆
sin(360° − 𝜑) =

3

1000
× 𝑠𝑖𝑛30° = 0.0015 

x=0.0015×2‟×10⁵＝300‟＝5’ 

T=T’-x=46°30’0‟ 

解答 2 

問 D 図 2-2 のとおり点ＡにおいてＧＰＳ測量を実施しようとしたところ、近くに電波の障

害 物があるため、偏心点を設け、表 2-3 の結果を得た。点Ａからアンテナ中心までの比高

は いくらになるか。最も近いものを次の中から選べ。 ただし、使用したアンテナは円盤形

で水平に設置されており、アンテナの中心と偏心点 の水平位置は一致しているものとする。

また、アンテナの中心は円盤の中心であり、アンテナの厚さは考えないもとして、アンテナ

（円盤）の半径をａ、アンテナの端から偏心点 までの距離をｂ、点Ａと偏心点の中心との

比高をｃとする。 なお、関数の数値が必要な場合は、関数表を使用すること。  

１.  0.45ｍ  

２.  0.48ｍ  



３.  0.51ｍ  

４.  0.54ｍ  

５.  0.57ｍ 

 

図 2-2 

表 2-3 

アンテナ(円盤）の半径 a＝0.20ｍ 

アンテナの端から偏心点の中点までの距離 b＝0.98m 

点 A と偏心点の比高 ｃ＝0.45ｍ 

 

解答 

比高＝√𝑏2 − 𝑎2 − 𝑐 = √0.982 − 0.202 − 0.45 = 0.959 − 0.45 = 0.509 

解答 3 

 

〔No.3〕水準測量解答 

問 A 次の①～⑥の文はチルティングレベルの点検・調整のために主気泡管（棒状気泡管）

を 用いてレベルを水平の状態にするときの手順を述べたものである。（ ア ）～（ エ ）に

入る 語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。 ただし、仰俯ねじの

回転位置は、概ね正しい位置にあるものとする。  

① レベルの望遠鏡を二つの整準ねじを結ぶ線と平行に置く。  

② 望遠鏡と平行な二つの整準ねじで主気泡管の気泡（以下、「気泡」という。）を中央に 導

き、プリズム内で気泡の合致を確認する。  

③ 望遠鏡を水平に（ ア ）回転して止める。  

④ プリズム内の気泡が偏位したら、偏位量の半分を整準ねじで、残り半分を（ イ ）で元 

にもどす。  

⑤ 望遠鏡を（ ウ ）回転する。気泡が偏位したら偏位量の（ エ ）を残り 1 個の整準ねじ



で直す。  

⑥ ①～⑤の操作を繰り返し、望遠鏡をどの方向に動かしても気泡が合致していれば、レベ

ルは水平な状態になっている。  

 

90° レベルの仰俯ねじ 180° 全量 

180° 主気泡管の調整ねじ 90° 半分 

180° 主気泡管の調整ねじ 180° 全量 

90° 主気泡管の調整ねじ 180° 半分 

180° レベルの仰俯ねじ 90° 全量 

 

解答 

ア 180° イ レベルの俯仰ねじ ウ 90° エ 全量 

解答 5 

問 B レベルの視準線を調整するため、図 3-1 のような観測を行い、表 3-1 の結果を得た。

レ ベルの位置②における標尺Ⅱの測定値をいくらにするようにレベルの視準線を調整す

れば よいか。最も近いものを次の中から選べ。 なお関数の数値が必要な場合は、関数表を

使用すること。  

１. 1.321ｍ  

２. 1.331ｍ  

３. 1.339ｍ  

４. 1.341ｍ  

５. 1.342ｍ  

 

 

表 3-1 

レベルの位置 
測定値 

I II 

① 1.413ｍ 
1.356

ｍ 

② 1.389ｍ 1.346



ｍ 

 

解答 

正しい比高ｈ＝II-I=1.356-1.413＝-0.057 

視準線誤差をもつ比高 h’＝II’-I'＝1.346-1.389＝-0.043 

30ｍに対する誤差Δ＝-0.043-(-0.057)＝0.014 

33ｍに対する誤差ｘ＝33ｍ/30ｍ(0.014)＝0.0154ｍ 

②における II の正しい読み＝II’-ｘ＝1.346-0.0154＝1.3306ｍ 

解答 2 

問 C 水準点Ａ，Ｂ間に固定点(1)、(2)を設置して 1 級水準測量を行い、図 3-2 の結果を得

た。 往復観測値の較差の制限を 2.5ｍｍ√Ｓ（Ｓは距離、ｋｍ単位）とするとき、観測結果

に対する最も適切な処置はどれか。次の中から選べ。 ただし、図 3-2 において、上段の数

値は水準点Ａから水準点Ｂまでの往観測における各区間の観測高低差（ｍ）を示し、下段の

数値は水準点Ｂから水準点Ａまでの復観測における各区間の観測高低差（ｍ）を示す。また、

各区間の距離はすべて 360ｍとする。  

１. 水準点Ａから固定点(1)の区間の再測を行う。  

２. 固定点(1)から固定点(2)の区間の再測を行う。  

３. 固定点(2)から水準点Ｂの区間の再測を行う。  

４. 水準点Ａから固定点(2)の区間の再測を行う。  

５. 各区間とも良好な結果であり、再測を行わない。 

 

 

 

解答 

A→(1)＝0.3ｍｍ＜（制限値 1.5ｍｍ）OK,（1）→(2)＝0.4ｍｍ（制限値 1.5ｍｍ）OK 

（2）→B=｜-1.8ｍｍ｜＞（制限値 1.5ｍｍ）不合格 

解答 3 

問 D 図 3-3 は、あるレベルの望遠鏡をのぞいた場合のクロスヘアの見え方を示したもので

ある。 また、図 3-4 はこのレベルを用いて標尺小目盛の観測を行ったいくつかの例を示し

たもの である。これらの例のうち、最も適切な観測はどれか。図 3-4 の中から選べ。  



 

解答 

2. が正しい。 

解答 2 

 

〔No.4〕地形測量解答 

問 A 図 4-1 に模式的に示すように三角点の上に平板を整置し、偏心点として樹上に設置し

た 対空標識の偏心要素を測定したところ、表 4-1 のとおりの結果を得た。偏心点の標高と

して正しいものはどれか。次の中から選べ。 ただし、三角点の標高は 225.40ｍとする。な

お関数の数値が必要な場合は、関数表を使用すること  

 

１. 226.35ｍ  

２. 228.65ｍ  

３. 229.25ｍ  

４. 231.41ｍ  

５. 238.32ｍ 



 

図 4-1 

表 4-1 

偏心要素 測定値 

三角点の標石上面からアリダード視準孔までの高さ 0.83ｍ 

対空標識の真下の地面から対空標識までの高さ 4.10ｍ 

偏心杭の地上部の高さ 0.30ｍ 

偏心杭頂部から水平視準線までの高さ 1.38ｍ 

偏心距離 10.50ｍ 

 

 

 

解答 

対空標識の標高＝225.40+0.83+(4.10-1.38-0.30)＝225.40+3.25＝228.65 

解答 2 

問 B アリダードについている水準器の気泡管の感度を点検するため、平たんな土地に平板

を整置し、100ｍ離れた地点に標尺を直立させた。アリダードの外心かんを操作して気泡管

の気泡を一方の端に導き、標尺を視準したところ、読定値は 0.7ｍであった。次に気泡管の

他方の端に気泡を導き、同じ標尺を視準したところ、読定値は 1.3ｍであった。この気泡管

の曲率半径はいくらか。次の中から選べ。 ただし、1 回目と 2 回目の観測の間に移動させ

た気泡の移動量は 6.6ｍｍとする。また、アリダードは正常に動作するように調整済みであ

るものとする。なお、関数の数値が必要 な場合は、巻末の関数表を使用すること。  

 

１. 1.1ｍ  

２. 1.2ｍ  

３. 1.3ｍ  

４. 1.4ｍ  

５. 1.5ｍ 

解答 



tanθ＝(1.3-0.7)/100＝0.006 

θ＝0.006×2‟×10⁵＝1200‟ 

ℓ＝Rθより R=ℓ/θ＝6.6ｍｍ/0.006＝1100ｍｍ＝1.1ｍ 

解答 1 

問 C 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき実施する地形測量における地形の表現

方法について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。  

 

１. 等高線で表される標高の標準偏差は、主曲線の等高線間隔の 1/2 以内とする。  

２. 縮尺 1/1,000 以下の図においては、標高点の標高の標準偏差は、主曲線の等高線間隔 

の 1/4 以内でなくてはならない。  

３. 主曲線は、地形図を表現するための基本的な等高線で、原則として省略しない。  

４. 計曲線は、地形を読みやすくするため、主曲線のうち 5 本目ごとに 1 本を太い線で描 

いたものである。  

５. 特殊補助曲線は、地形を特に詳細に表現する必要がある箇所に用いる。 

 

解答 

2. 1/1000 縮尺以下では 1/3 

解答 2 

問 D 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき、トータルステーションやＧＰＳ測量

機 を用いた地形測量について述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から

選べ。 １. ＧＰＳ測量機を用いた測量の場合、同時に 4 個以上の衛星を観測する必要があ

る。  

２. トータルステーションを用いた場合、データ処理システムを使用して標高データから 

等高線を描画することができる。  

３. トータルステーションで地形・地物を測定する場合は、放射法、前方交会法及び支距 法

を用いることができる。  

４. ＧＰＳ測量機を用いた測量の場合、既知点と未知点の間の視通がなくても位置を求める

ことができる。  

５. トータルステーションを用いた場合、目標物との視通がなくてもその位置を求めること

ができる。 

解答 

TS では見通しが必要。 

解答 5 

 

〔No.5〕写真測量解答 

問 A 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき実施する数値地形測量におけるディジ



タ ルマッピングについて述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。  

１．ディジタルマッピングとは、地形、地物などの地図情報をディジタル形式で測定し、数

値地形図を新たに作成する作業であり、地形図原図作成を含む。  

２．地形図原図作成とは、解析図化機、座標読取装置付きアナログ図化機又はそれらと同等

の機能を有する機器を用いて、地図情報を数値形式で取得し、記録する作業をいう。  

３．接合については、モデル間及び隣接する図郭間で座標を一致させる。  

４．取得する数値図化データには、地形、地物などの種類を示す分類コードを付ける。  

５．数値編集とは、現地調査などの結果に基づき、編集装置を用いてデータの修正、追加、 

削除などを行う作業である。 

解答 

地形図原図作成方法は、写真測量の他、TS 測量などがある。 

解答 2 

問 B 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づき実施する対空標識の設置作業について

述べたものである。間違っているものはどれか。次の中から選べ。 ただし、文中のＡ型、

Ｂ型、Ｃ型、Ｄ型及びＥ型の形状は図 5-1 のとおりである。  

 

 

１．縮尺 1/20,000 の空中写真の撮影を行うために、樹上にＥ型の標識を設置する場合は、 

対空標識板の大きさは 30ｃｍ× 30ｃｍとする。  

２．偏心点にＢ型の対空標識を設置する場合は、標杭を設置し、これを中心として対空標識

板を取り付ける。  

３．建物の屋上に設置する場合の対空標識板の形式はＡ型、Ｃ型又はＤ型とし、ペンキで直

接描くことができる。  

４．対空標識板の色は白色を基準とするが、周囲の状況を考慮し、黄色又は黒色とすること

ができる。  

５．対空標識板の材質は耐水性ベニヤ板又は化学合成板とする。 

解答 

1. 90ｃｍ×90ｃｍでなければならない。 

解答 1 

問 C 飛行高度 3,500ｍの上空から、航空カメラで鉛直空中写真を撮影した。この空中写真

に写っている 2 点Ａ，Ｂ間の間隔を密着空中写真上で測定したところ 90ｍｍあった。こ



の 2 点を縮尺 1/25,000 地形図にプロットしたとき、これらの点は地形図上でどのくらい

離れて いるか。次の中から選べ。 ただし、カメラの画面距離は 15ｃｍ、画面の大きさは 

23ｃｍ×23ｃｍ、撮影基準面は標高 500ｍとし、点Ａ，Ｂは撮影基準面上にあるものとする。

各図においてＸ及びＹ方向は共通 である。なお、関数の数値が必要な場合は、関数表を使

用すること。  

 

１. 12ｍｍ  

２. 47ｍｍ  

３. 72ｍｍ  

４. 84ｍｍ  

５. 96ｍｍ 

解答 

対地高度 H=Ho-h＝3500-500＝3000ｍ 

写真の縮尺の逆数 mb＝H/f＝3000ｍ/15ｃｍ＝20,000 

縮尺 1/25000 上の長さ＝(20000/25000)×90ｍｍ＝72ｍｍ 

 

解答 3 

問 D 図 5-2 のａ～ｅは、アナログ図化機の投射器と標定要素の動きを模式的に図示したも

の である。また、図 5-3 の 1～5 は、図 のａ～ｅそれぞれの標定要素をある方向に動か

した ときの写真の投影像の動きを模式的に図示したものである。図 5-2 のａの標定要素を

動かした場合の写真の投影像の動きを示すものはどれか。正しいものを図 5-3 の 1～5 の

中から 選べ。  

 

 

解答 

1＝κ、2＝ω、3＝by、4＝bz、5＝φ 

a はκなので 



解答 1 

 

〔No.6〕地図編集解答 

問 A 表 6-1 は、縮尺 1/10,000 地形図において、各種の表現事項が重複する表示方法を示

した ものである。間違っているものはどれか。図 6-1 の 1～5 の中から選べ。  

 

 

表 6-1 

A列   B列 

水
部
・
水
涯
線 

幅
員

3
ｍ
以
上
の
道

路 鉄
道 

独
立
建
物 

へ
い
・
擁
壁 

送
電
線 

植
生
界 

境
界 

水涯線・水部   B B AB AB ab A AB 

幅員 3ｍ以上の

道路 
A   ab B B A A A 

鉄道 A ab   AB AB A A AB 

独立建物 AB A AB   AB A AB ab 

へい・擁壁 AB A AB AB   ab A AB 

送電線 ab B B B ab   AB AB 

植生界 B B B AB B AB   AB 

境界 AB B AB ab AB AB AB   

ただし、表現事項が重複する場合の表示方法は表 6-1 によるものとする。 

 

表の読み方 表の各欄は、Ａ列とＢ列の事項が重複する場合の表示方法を示す。 欄の指定が

ＡのときはＡ列の事項を表示するものとする。以下同様にＢのときはＢ列の事項を、ａｂの

ときはＡ列とＢ列の事項を重ねて、ＡＢのときはＡ列とＢ列の事項を 0.2ｍｍ離して、それ

ぞれ表示するものとする。 

解答 

水涯線・水部と送電線→ab：A 列 B 列を重ねるから× 



解答 4 

問 B 図 6-2 は、国土地理院発行の 1/25,000 地形図（原寸大、一部を改変）の一部である。

次 の文は、この地形図に表現されている内容について述べたものである。間違っているも

の はどれか。次の中から選べ。  

１. 国道 5 号をＪＲ駅前の交番から南へ 300ｍ進み、右折して鉄道を越えると右側に警察 

署がある。  

２. ＪＲ線は全線複線である。  

３. 裁判所は、税務署より 300ｍ以上南方にある。  

４. 最も高い地点の標高は約 490ｍである。  

５. 286.4ｍの三角点から 129.6ｍの三角点は見通せない。 

 



 

図 6-2 

解答 

2. JR 線は、駅の北側は単線。 



解答 2 

問 C 図 6-2 で、「さんろく」と「さんちょう」の駅間の空中ケーブル（索道）の傾斜角とし

て、 最も近いものを次の中から選べ。 ただし、空中ケーブルの傾斜角は一定であるものと

する。なお、関数の数値が必要な場合 は、関数表を使用すること。  

１.  16°  

２．18°  

３．20°  

４．22°  

５．24° 

解答 

さんちょう・さんろくの駅間の空中ケーブルの傾斜角 

実水平距離＝2.7ｃｍ×25000＝675ｍ 

高低差＝250ｍ 

tanθ＝250/675＝0.37037、θ＝20.3° 

解答 3 

問 D ある地域の地形を三次元的に表現するため、ＤＥＭ（数値標高モデル）を作成するこ

と になった。図 6-3 は、ＤＥＭを作成するために、この地域の地形図の一部を格子状に区

切ったものである。また表 6-2 は、この地形図の等高線を基に図 6-3 の格子の交点の標高

値 をデータファイルとして作成したものである。 表 6-2 の（ア）～（オ）にはいる標高

値に組合せとして最も適当なものはどれか。次の 中から選べ。 ただし、図 6-3 と表 6-2 

の太線で囲まれた区域は対応するものとする。  

 ア イ 
  

ウ 
 エ オ 

1 460 445 460 470 500 

2 480 445 440 470 500 

3 520 445 440 420 500 

4 520 445 440 480 500 

5 480 445 460 530 500 

解答 

標高データと地形図（等高線）を対応させると、 

ア＝480ｍ、イ＝445ｍ、ウ＝440ｍ、エ＝470ｍ、オ＝500ｍ 

解答 2 

 

〔No.7〕応用測量解答 

問 A 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づく路線測量における平地部の縦断測量に

ついて述べたものである。（ ア ）～（ カ ）に入る語句の組合せとして最も適当なものは



どれか。次の中から選べ。  

縦断測量の観測は、往路においては中心杭高、中心杭の地盤高、縦断変化点杭の（ ア ）及

び中心線上の主要な構造物の標高について、復路においては（ イ ）について行う。 縦断

面図の（ ウ ）を表す（ エ ）の縮尺は、等高線地形図の縮尺と同一とし、縦断面図の（ オ ）

を表す（ カ ）の縮尺は、線形地形図の縮尺の 5～10 倍を標準とする。  

 ア イ ウ エ オ カ 

1 杭高 中心杭高 高さ 縦 距離 横 

2 杭高 地盤高 距離 横 高さ 縦 

3 地盤高 中心杭高 距離 横 高さ 縦 

4 杭 高 地盤高 高さ 縦 距離 横 

5 杭 高 中心杭高 距離 縦 高さ 横 

 

解答 

ア＝地盤高、イ＝中心点杭高、ウ＝距離、エ＝横、オ＝高さ、カ＝縦 

正解 3 

問 B ある工事のために路線測量を実施しようとしたが、建造物があり点 IP2 が設置でき

ない。 このため、点検測量において図 7-1 の模式図に示すように点 P1、P2 を設けて IP1 

と P1 の 距離（S1）、P1 と P2 の距離（S2）及び P2 と IP3 の距離（S3）と交角（α、

β）を直接測定し、計算により P1 と IP2 の距離（S4）及び P2 と IP2 の距離（S5）を

求めた。S4、S5 の 数値として最も近いものの組合せはどれか。次の中から選べ。 ただし、

S1＝29ｍ、S2＝30ｍ、S3＝31ｍ、α＝120°、β＝140°、IA＝100°とする。なお、関数の数値

が必要な場合は、巻末の関数表を使用すること。  

S4     S5  

１．23.34ｍ 27.26ｍ  

２．19.93ｍ 25.50ｍ  

３．19.58ｍ 26.38ｍ  

４．20.23ｍ 26.44ｍ  

５．19.28ｍ 25.59ｍ  



 

図 7-1 

解答 

∠IP2-P1-P2=α’＝180°-α＝60° 

∠IP2-P2-P1＝β’＝180°-β＝40° 

I’＝180°-IA＝80° 

△IP2-P2-P1 に正弦定理を当てはめると 

S2/sinI’＝S4/sinβ’ 

S4=
𝑠𝑖𝑛𝛽′

𝑠𝑖𝑛𝐼′
× 𝑆2 =

𝑠𝑖𝑛40°

𝑠𝑖𝑛80°
× 30𝑚 =

0.64279

0.98481
× 30𝑚 = 19.581𝑚 

S2/sinI’＝S5/sinα’ 

S5=
𝑠𝑖𝑛𝛼′

𝑠𝑖𝑛𝐼′
× 𝑆2 =

𝑠𝑖𝑛60°

𝑠𝑖𝑛80°
× 30𝑚 =

0.86603

0.98481
× 30𝑚 = 26.382𝑚 

 

正解 3 

問 C ある河川において水位観測のための水位標を設置するに当たり、図 7-2 の模式図に示

す とおりＢＭ１、中間点１及び水位標の近傍の仮設点Ａの間で直接水準測量を行った。表 

7-1 はこのために行われた直接水準測量の観測記録である。仮設点Ａの標高は、その水系固

有 の基準面上いくらか。正しいものを次の中から選べ。 ただし、ＢＭ１は一等水準点から

直接水準測量により高さを決定しており標高値は 12.648ｍである。また、観測に誤差はな

いものとし、この水系固有の基準面（Ａ．Ｐ）は、 東京湾平均海面（Ｔ．Ｐ）よりも 1.134

ｍ低いものとする。  

１．7.128ｍ ２. 8.702ｍ ３. 9.396ｍ ４. 10.970ｍ ５.12.633ｍ  



 

図 7-2 

 

 

表 7-1 

測点 距離 後視 前視 標高 

BM1 43ｍ 0.551   TP12.648ｍ 

中間点 1 27ｍ 0.976 2.125   

仮設点 A     3.788   

 

 

解答 

BM1 と中間点との間にレベルをおいたとき、後視ｂ＝0.551、前視 a＝2.125 なので 

高低差 h=b-a＝-1.574、BM1 の標高は HBM1=TP12.648 から中間点の標高は H 中間点＝

HBM1+ｈ＝TP12.648+(-1.574)＝TP11.074 である。次に器械を動かして、中間点と A との

間に置き、後視 b1＝0.976、前視 a1＝3.788、高低差ｈ1=b1-a1＝-2.812 より、A 点の標高

は HA=H 中間点+ｈ1＝TP11.074+(-2.812)＝TP8.262ｍを得る。 

ところで東京湾平均海面 TP と AP との差は 1.134 なので、AP 基準面における A 点の標高

は TP8.262+1.134=9.396ｍである。 

 

正解 3 

問 D 次の文は、標準的な公共測量作業規程に基づいて実施した用地測量について述べたも

の である。作業の方法が間違っているものはどれか。次の中から選べ。  

１．境界測量を 4 級基準点に基づいてから放射法により行う。 

２．境界点間測量を用地境界仮杭設置前に行う。  

３．現地において転写図、土地調査表に基づき、関係権利者立ち会いのうえ、境界点を確認

し、所定の標杭を設置して境界確認を行う。  



４．面積計算を数値三斜法により行う。  

５．用地実測図原図の境界点等必要項目を透写し、現地において建物等の必要項目を測定 

描画して用地平面図を作成する。 

解答 

2. 仮杭設置後でないとできない。 

正解 2 

 

 


